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検索名古屋市会
　9月定例会は、9月11日から10月11日までの31日間にわたって開か
れ、補正予算や条例案、令和4年度決算認定案など市長提出案件34件、
議員提出議案7件についての審議などを行いました。

会派の
略称説明

自由民主党名古屋市会議員団　　　　名古屋民主市会議員団　　　　減税日本ナゴヤ　　　　　　　　　　　公明党名古屋市会議員団
日本共産党名古屋市会議員団　　　　名古屋元気と夢の会　　　　　日本維新の会名古屋市会議員団

自民 民主 減税 公明
共産 元気 維新

■物価高騰への対応などに関する補正予算２件については、いずれも全会一致により原案どおり可決しまし
た。主な内容は次のとおりです。　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1万円未満は四捨五入しています。）

■「令和4年度名古屋市一般会計歳入歳出決算の認定について」など各会計決算認定案１7件については、全会一致または賛成多数により、
いずれも「認定」または「原案どおり可決及び認定」しました。

中小企業価格転嫁促進事業…12億3,000万円
　物価高騰の影響を適切に価格転嫁できていない中小企業者に対し、価格転嫁に向けた取り組みを促進するため、支援
金を支給

物価高騰への対応

そ　の　他

令和4年度決算認定案について「認定」または「原案どおり可決及び認定」

物価高騰への対応などに関する補正予算を可決

開 

会
閉 

会

9/11
本会議

市長提出案件について
市長より提案説明など

9/20～26
常任委員会

市長提出案件について
審　　査

9/29～10/6
常任委員会

決算認定案について
審　　査

10/11
本会議

決算認定案について
議　　決

（→詳細は、１・４面）

9/27
本会議

市長提出案件などについて
議決（→詳細は、１・４面）
決算認定案について
市長より提案説明

9/14～19
本会議
個人質疑、
議案外質問

（→詳細は、２・３面）

9月定例会特集号
9月定例会の日程（概要）

学校設備等の改修
…3億2,667万円
　法定点検の結果に基づく設備等の改修

子どもの転落防止のための補助錠の配付
…1億4,000万円
　６歳未満の子どもがいる世帯に対し、窓等に設置
する補助錠を配付することなどにより啓発

総合リハビリテーションセンターの改修
…7,700万円（別に債務負担行為…12億4,300万円）
　令和７年４月を目標に検討が進んでいる運営主体の変更に向けた総合リ
ハビリテーションセンター附属病院の改修工事

ガイドウェイバス志段味線の設備改修費等補助
…3,800万円
　新たな設備改修等が必要となったことに伴う補助
の増額

平和コミュニティセンターの建設
…3,300万円
　物価高騰等による工事費の増嵩に伴う増額

地域商業機能複合化推進事業助成
…3,000万円
　有松地区の活性化につながる施設整備等に対して、国の補助事業を活
用し助成

商店街にぎわいづくり事業助成
…2,100万円
　商店街の活性化及び商店街での消費喚起につな
げる商店街まつりの規模の拡大に伴う助成の増額

➡「令和4年度名古屋市一般会計歳入歳出決算の認定について」は、採
決に先立ち、共産から反対討論（理由：急激な物価高騰が市民の暮ら
しを直撃しているにもかかわらず、富裕層優遇の市民税減税を継続し
ていること。立ち往生している大型事業を中止・見直しせず進めたこ
と。）が行われました。
☞ 提出案件の賛否、決算認定案の委員会審査については、
　 ４面をご覧ください。

一般会計の
決算状況

●歳入決算額は1兆4,509億円余、
　歳出決算額は1兆4,359億円余でした。
●前年度に比べ、歳入は441億円余増加し、
　歳出は466億円余増加しました。
●翌年度繰越財源65億円余を差し引いた実質収支は
　83億円余の黒字でした。

●公立保育所のリニューアル改修（工期の遅れに伴う改修工事費及び仮設園
舎の賃借料の減額）（△3億9,855万円）

債務負担行為とは…複数年度にわたる契約の締結などにより、翌年度以降に
債務を負う内容をあらかじめ予算で定めておくものです。


